
参考：総合知の活用の先行事例（4） 「意味的価値」と「総合知」 ①
三菱電機株式会社 水落執行役員 総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会資料（2021/12/16）から抜粋

これまで産業界では、“競合より少しでも高機能・高性能な商品”を追求してきたが、高機能・高性能なモノ
であふれる現在、世の中では“共感・魅了する商品” “世界を少しでも良くする商品”が求められるようになっ
てきた。求められる価値が機能的価値から意味的価値へとシフトしてきている中、三菱電機（株）では、人
文社会学者との対話、エスノグラフィー（行動観察調査）によるユーザー観察を通じて、空間を照らす「機
能的価値」に加えて、心に安らぎを与える「意味的価値」を付与した「青空照明」を生み出した。

青空照明 ＝ 意味的価値
空間の照度を上げる「機能的価値」よりも、
心に癒やしや安らぎを与える「意味的価値」

https://www.mitsubishielectric.co.jp/ldg/ja/lighting/products/fixture
/misola/

https://www.mitsubishielectric.co.jp/business/biz-t/special/metoa/hope-for-
universe/index.html

https://www.mitsubishielectric.co.jp/business/biz-t/special/metoa/hope-for-
universe/index.html 38



参考：総合知の活用の先行事例（4） 「意味的価値」と「総合知」 ②
三菱電機株式会社 水落執行役員 総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会資料（2021/12/16）から抜粋

https://dl.mitsubishielectric.co.jp/dl/ldg/wink/ssl/wink_doc/m_contents/doc/FREE_PARTS/2107mip.pdf?_fsi=J9D9tdu2
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ウイルスサイズのスマートナ
ノマシンが、体内の微小環境
を自律巡回し、24時間治療・
診断を行う。

「いつでも、どこでも、だれもが、無意識に
健康になれるスマートライフケア社会

ポストコロナ時代に求めれらる医療分野のNew normal

参考：総合知の活用の先行事例(5) スマートライフケア社会①
東京大学 一木隆範教授 総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会資料（2021/12/16）より抜粋・加工

「体内病院」実現を目指す6つのアプローチ

ビジョン

PrimRNA

ベンチャー創出を通じて社会
実装を展開する基盤を構築

少子高齢化社会において現役世代に過重な社会保障負担をかけることなく、国民全体の
健康と高いQOLを担保するには、予防、診断、治療等の健康・医療サービス全般にわた
る異次元の新規ビジネスモデルが不可欠である。JST・文部科学省のセンター・オブ・イ
ノベーションプログラム（COI）の川崎拠点（COINS）は、人々が手間やコスト、アクセ
スを無意識のままに病気から解放され、日常生活の中で自律的に健康を手にするスマート
ライフケア社会の実現を目標に掲げる。その達成の切り札として「体内病院」を実現しう
る革新性と自律性を併せ持ったスマートナノマシンの開発と社会実装を進めている。

スタートアップの設立: 8社

川崎COI拠点

施設と組織をゼロから設計し、研究開発の進
展を経て、社会実装とポストCOIの飛躍期へ

全ての機能が人体内に
集約化される体内病院R

B-MED

40



• ダイバーシティ
• 若手・グローバル人材
• 研究支援人材

ヒト

• 充実した設備・機器
• 研究事業、共創事業
• インキュベーション事業

モノ

• 競争的資金
• 地方自治体の支援
• 事業収入

カネCOINSという”るつぼ”

 オープンイノベーション
 共同利用施設の充実
 大学のサテライトラボが入居
 入居企業にオブリゲーションなし

➡若手が手ぶらで他分野に取り組む
➡アンダーワンルーフに集積
➡産学官連携が加速

大企業とベンチャーの産産連携/学学連携

 人材育成
 大学院生の実地教育
 人材の流動化を促進

➡アントレプレナーシップの醸成
➡拠点発ベンチャー

COINSでは、オープンイノベーションの推進に不可欠な人材の育成と交流、場作りに取り組んでいる。ダイバーシ
ティに富んだ若手・グローバル人材や企業経験を有する研究支援人材を取り込み、実地教育と人材流動化を推進し、
アントレプレナーシップの醸成や拠点発ベンチャーの創出を通じた人材育成を進めている。異質なもの同士の出会い
でイノベーションが生まれるよう、意図的に設計された研究施設（マグネットスペースを中心に配置）や泊まり込み
で行うリトリート合宿等の多くの工夫が凝らされている。さらに、大企業とベンチャーの産産連携/学学連携を視野
に入れ、施設・機器の充実に留まらず、装置を持たない若手が手ぶらで他分野の研究に取り組んだり、大学のサテラ
イトラボが入居したりできる共同利用施設の活用を推進している。

 人材交流
 マグネットスペースの設置
 リトリート合宿

➡マインドセットの醸成

“大学のいわゆる「たこつぼ」を「るつぼ」に変える”

参考：総合知の活用の先行事例(5) スマートライフケア社会②
東京大学 一木隆範教授 総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会資料（2021/12/16）より抜粋・加工

オープンイノベーションの推進に
すべての能力が不可欠

出典：ロバート・フェルドマン
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